
社会科 
【定着状況についての概要】  
○正答率の結果をみると、４～６年生すべての学年で、すべての観点別及び
基礎・活用において品川区や全国と同等もしくは平均を上回っている。 

 

 

【具体的な課題とその原因】   
〇領域別では、４～６年生のいずれの学年も全ての領域で全国平均正答率を
上回っていた。品川区の平均と比較しても上回る結果となり、以下の学年・
領域のみ下回った。 

 
４年生 「記述」      5 年生 「記述」     6 年生 「記述」 

 

校内平均正答率…32.0％  校内平均正答率…66.3％   校内平均正答率…68.8％  

品川区平均正答率…33.7％ 品川区平均正答率…61.7％  品川区平均正答率…59.3％ 

全国平均正答率…29.9％  全国平均正答率…53.8％   全国平均正答率…52.2％ 

 

原因として、記述問題については、資料から必要な情報を読み取り、自分の言葉で整

理して表現する力に課題が見られた。選択問題と比べ、複数の情報を関連付けて考えた

り、根拠を明確にして文章をまとめたりする経験が十分でなかったことが原因として考

えられる。また、授業において知識・技能の習得に重点が置かれ、社会的事象について

「なぜそうなるのか」「なぜそう考えたのか」を説明する活動が不足していたことも要因

として考えられる。 

 
【解決のための方策】 
① 記述の活動を取り入れる 

毎時間の授業のまとめに、学習した内容を自分の言葉で説明したり、「な
ぜそう考えたのか」「資料のどこに根拠にしたのか」を書いたりする記述
活動を継続的に取り入れる。また、「〇〇だから、△△と考える」などの
記述の型を示しながら、自分の考えを根拠に基づき文章で表現する力を育
成する。 
 

② 交流する時間を取る 
記述した内容を友達と読み合い、自分との違いや共通点を見付ける交流活
動を取り入れる。「根拠が書かれているか」「問いに対して答えられている
か」などの視点をもって伝え合うことで、多様な考え方や表現方法に触
れ、自分の記述をより分かりやすく改善する力を育てる。 
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